
お気楽Gear-labニュースレター第22号です。 

 旅暮らし四方山話。（その11） 
いまさら申し上げることもありませんが、

私は旅が大好きです。また私にとって旅

のない人生は考えられません。 

これからも旅を続けて参ります。亭主元

気で留守がいい！という応援メッセージ

に今後も応えていくつもりでございます。 

（̃＿̃；） 

私の好きな歴史上の人たちは全て旅を

たくさんしています。宮本武蔵、土方歳

三、坂本龍馬、勝海舟、乃木希典、秋山

好古などはみんなそうです。坂本龍馬は

勝海舟に会ってから活動開始して暗殺さ

れるまでのたった５年間で地球一周分く

らいを船と徒歩で渡り歩いています。 

幕末の時代は一般人で一日３万歩が平

均だったそうですが、そうなると一日最低

２０ｋｍは移動していたことになりま

す。既に毎日が旅なんですね。 

さて今回のお話しは「アイデア」です。 

私が旅にでているときにいつも考えて

いるテーマがあります。それはやっぱ

りGear-Labの商品作りなのですが、こ

れは私にとって旅の楽しみなのです。

釣具作りがテーマで旅をすると、それ

だけで旅が楽しいものになります。旅

はいろんな感性を触発してくれます

し、神様がくれたのではないかと思う

ほど色んなモノや事に出会います。 

そのアイデアを出したり頂いたりする

ときに一番大事にしていることは「一

人のお客様が喜んでいただける釣

具」ということなのです。会社勤めして

いたときは、会議で「どれくらい売れる

んだ？」という責めにあい、そのときに

正攻法で回答してしまうと、「一人のお

客様が喜ぶ」というイメージがなくなり

「たくさんのみんなが喜ぶ」という、味

も素っ気もない、まあまあの答えと

なって会議が終わってしまいます。そ

のとき私はゲップとアクビが止まらなく

なり眠気さえ襲われるのです。そんな

アイデアは必ず失敗します。 

本当に大切なのは「一人のお客様」の

後ろに１００人のお客様が隠れている

Gear-Lab製品をご利用ありがとうございます。 

先月のニュースレターで常夏宣言しましたが、いやはやな

んともまだまだ猛暑は続きそうな雰囲気です。こうなるとな

んだか笑ってしまいそうなクレイジーな気候ですね。 

私の仕事も釣り場で釣具のテストしたり、撮影したりでま

すます今年は真っ黒になって常夏を過ごしております。 

一昨日の撮影では熱い防波堤に、はいつくばって撮影し

てましたところ目の前の防波堤の陽炎にクラクラきながら

ガマンして汗だくで撮影していると先にダウンしてしまった

のはカメラの方でした。（̃＿̃；） あわてて冷やしてやると

生き返ったのでホッと安心しました。                     

さて、暑さといえば４５℃の暑さを体験した今年のラスベガ

スのフィッシングショーですが、性懲りもなく来年も出展しま

す。申し込みも済んで、来年は新たな商品でどう世界中の

バイヤーにアピールしようかと毎日変なことをたくさんたくら

んでます。 昨夜はそのことで頭がヒー

トして一睡もできず、ついに夜中に読書

を開始して87歳の近藤藤太が書いた

「デカい態度で渡り合え！」でますます

気持ちが盛り上がってしまい。今は昼下

がりの暑い外をボ～っと眺めながら、そ

こはかとなく、つれづれなるままにこの

ニュースレターを書いております。(^^ゞ 

Gear-labは普通の釣具店にはない

新しく夢のある逸品釣具を紹介し続

けます。 全国の熱い人たちと共に

本当に良いものを世の中に出すこ

とに真剣であり常識にとらわれない

商品開発や逸品釣具を求める方と

のみチームを組んでいきます。 
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んです。逆に一歩進んで「誰に喜んでも

らえるか？」というテーマになればアイデ

アは次から次から溢れてきます。 

アイデアとはまるでプレゼントのようなも

のです。Aさんはとても喜ぶけどＢさんは

あまり喜ばないというプレゼントが一番

良いのです。これはＡさんだったら喜ん

でくれるなということを考えられるという

のはそれだけで大きなアイデアなので

す。一般に誰でも喜ぶモノって、実は誰

も喜ばないモノなのです。アイデアを出

すのに行き詰まる人は、 （右上につづく→） 
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いったん「誰に」というところに立ち戻って考えてみるという

ことが大事なんですね。 

次にその人の困っていることは何？というテーマで考えれ

ばまたまたアイデアはでてきます。それはまるで気の利い

たプレゼントですね。「え？私がなんでこれが欲しいってわ

かったの？」ということになればプレゼントは大成功です。

実は釣具だって同じです。「こんなのが防波堤で前から欲

しかったんだよな～。」とお客様に言われることがありま

す。こんなアイデアは私にとっては大成功の釣具です。 

アイデアがでてくる扉は、閉じないことが大事ですが、にお

い、手触り、味などという「感じる」という感覚がとても重要

な意味合いをもちます。アイデアの扉は感じると開きます

が考えると閉じてしまいます。先に考えずに感じることが重

要なことだと思います。 

真面目で学生時代に成績の良かった人はまず考えてしま

う人が多いようです。理由は正解は何か？ということでは

なく気持ちいいことは何か？ということだからです。 

何が気持ちいい？という質問は学校の授業にはでてきま

せんでした。勿論これは暗記力などは関係ありません。感

じることです。先に感じてから後から考えるということです。

人が困っていること、人が気持ちいいこと、そのことを感じ

るということがアイデアの扉を開く一番大切なことだと思い

ます。 

みんなでアイデアを考えるとき、「それはどうかな？」と人

のアイデアを潰してしまう人がいます。そんな上司がいると

辛い仕事場になります。自分のアイデアは嬉しいけど、他

人のアイデアはつまらないという感覚です。けなされると誰

だってアイデアはトタンに出なくなります。「つまらなくってい

いね～！」と言われるとまたアイデアが出てきます。 株式会社ギアラボ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎月の新製品に追われ、全国を旅

しながら、モノづくりと販売のお手伝

いをしています。 

お気軽にメールください。面白い釣

具があれば全国どこへでも参上し

ます！一杯呑みましょう。（̃。̃） 

福山克義（ふくやまかつよし） 

メール NQE50210@nifty.com 

携帯     090-8406-9591 

ちょい投げ用の画期的なオモリの開発は既に３カ月目に

入りました。今回は釣り業界に全く関係ないプラスチック成

型工場と一緒に開発をしていますが、釣具に鉛を使うとい

う点で「とんでもない業界だ！」と最初は言われました。私

もそう思いますが、あの比重でこのコストでは代替品がな

いのが現状であるということを納得していただくのに一ヶ月

の時間を費やしてしまいました。福岡と神奈川で、やっとこ

こにきて議論がヒートアップしてきました。 （＾。＾） 

ちょい投げオモリ益々気合い入ってます。 

お気楽ＤＥＴＣＨこと福山でした 

Gear-labホームページ 
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 自分のアイデアの扉を開くためには絶対に人のアイデア

をけなさないということが重要です。他人の意見はボツにし

てはいけないのです。どんなにくだらないアイデアを言おう

がそれを面白がっていくと自分からもアイデアがでるように

なります。これは不思議です。自分のアイデアの扉からアイ

デアが湧いてくる、アイデアのアイドリングをいつもかけて

おくということでしょう。他人のアイデアを面白がっていくとア

イデアの泉が湧きあがるのを感じます。その人もアイデア

が出てくるし自分もアイデアが湧いてきます。 

一人でアイデアを出すときも自分自身を「おっ！なかなかや

るやん！おもしろい！」と自分を面白がるとついつい調子に

のって次のアイデアがでてきます。 

 

Gear-lab 

ウキを使った波止ＰＵＦＦで爆釣！ 

漁師が３０年間愛してやまない通称「おっぱい針」を使って

波止ＰＵＦＦなるものを２カ月前にリリースしましたが、ここ

にきて面白い使い方でアオリイカを爆釣しているお客様の

情報があります。波止ＰＵＦＦ２個をつなぎ、その２個の波

止ＰＵＦＦでゆっくり沈むというくらいの遊動ウキをつけてや

るのです。たとえば水深６ｍあるところで水深３～５ｍのタ

ナにイカがいるとします。ウキ下を３ｍにして、ウキ止めの

ところにウキがきたらウキがゆっくり沈みます。１０秒で１ｍ

くらいだとするとウキが沈み始めて２０カウントまでが狙い

目です。通常通りにシャクリを入れて釣る釣り方です。 


